
榎
えなつのむら

津郷の建
たて

物
もの

。南
なん

北
ぼく

朝
ちょう

時
じ

代
だい

に戦
せん

災
さい

で
なくなったと伝

つた

えら
れる

荘
しょう

厳
ごん

浄
じょう

土
ど

寺
じ

（建
たて

物
もの

・発
はっ

掘
くつ

風
ふう

景
けい

・礎
そ

石
せき

・出
しゅつ

土
ど

瓦
がわら

）。境
けい

内
だい

は府
ふ

史
し

跡
せき

〈古
こ

代
だ い

〉

熊
く ま

野
の

街
か い

道
ど う

沿
ぞ

いは、
信

し ん

仰
こ う

の大
だ い

観
か ん

光
こ う

地
ち

となった
　今

いま

から約
やく

9百
ひゃく

年
ねん

前
まえ

ごろから和
わ

歌
か

山
やま

県
けん

の熊
くま

野
の

が浄
じょう

土
ど

（災
わざわ

いや悪
あく

行
ぎょう

のない世
せ

界
かい

）として京
きょう

都
と

の公
く

家
げ

を
はじめ多

おお

くの人
ひと

々
びと

がお参
まい

りのために旅
たび

立
だ

つように
なりました。そのときに通

かよ

った道
みち

が熊
くま

野
の

街
かい

道
どう

で、
大
おお

阪
さか

から熊
くま

野
の

までの街
かい

道
どう

沿
ぞ

いの99か所
しょ

に王
おう

子
じ

社
しゃ

と呼
よ

ばれた神
じん

社
じゃ

が置
お

かれました。そのうち住
すみ

吉
よし

に
は津

つ

守
もり

王
おう

子
じ

社
しゃ

が墨
すみ

江
え

小
しょう

学
がっ

校
こう

付
ふ

近
きん

にあったといわ
れています。
　このころ、住

すみ

吉
よし

大
たい

社
しゃ

は歌
か

人
じん

としても有
ゆう

名
めい

な津
つ

守
もり

氏
し

の影
えい

響
きょう

もあり、和
わ

歌
か

の神
かみ

としても広
ひろ

く知
し

られる
ようになり、公

く

家
げ

による住
すみ

吉
よし

詣
もう

でがさかんになり
ました。荘

しょう

厳
ごん

浄
じょう

土
ど

寺
じ

や極
ごく

楽
らく

寺
じ

など街
かい

道
どう

沿
ぞ

いの寺
じ

院
いん

も整
せい

備
び

され、その後
ご

近
きん

世
せい

を通
つう

じて一
いち

大
だい

観
かん

光
こう

地
ち

と
してにぎわうようになります。
　荘
しょう

厳
ごん

浄
じょう

土
ど

寺
じ

は、住
すみ

吉
よし

大
たい

社
しゃ

の神
かん

主
ぬし

であった津
つ

守
もり

国
くに

基
もと

が浄
じょう

土
ど

信
しん

仰
こう

の流
りゅう

行
こう

を受
う

けて浄
じょう

土
ど

教
きょう

の寺
じ

院
いん

とし
て再

さい

興
こう

したお寺
てら

です。発
はっ

掘
くつ

では当
とう

時
じ

の瓦
かわら

や土
ど

器
き

が
出
しゅつ

土
ど

しています。
　遠

お

里
り

小
お

野
の

3丁
ちょう

目
め

にあったと伝えられる「榎
えな

津
つ

千
せん

軒
げん

」という村
むら

の一
いち

部
ぶ

も発
はっ

掘
くつ

されています。平
へい

安
あん

時
じ

代
だい

の4棟
とう

の建
たて

物
もの

と井
い

戸
ど

が見
み

つかっています。この
村
むら

にあった榎
え

津
なつ

寺
でら

というお寺
てら

は奈
な

良
ら

時
じ

代
だい

に建
た

てら
れますが、南

なん

北
ぼく

朝
ちょう

時
じ

代
だい

（約
やく

7百
ひゃく

年
ねん

前
まえ

）の争
そう

乱
らん

で
村
むら

ごと戦
せん

災
さい

にあい、本
ほん

尊
ぞん

は遠
お

里
り

小
お

野
の

村
むら

にある極
ごく

楽
らく

寺
じ

に移
うつ

されたと伝
つた

えられています。

住
すみ

吉
よし

区
く

ゆかりの
キャラクター 6

津
つ

守
もり

国
くに

基
もと
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上
うえ

は津
つ

守
もり

寺
でら

の絵
え

図
ず

（『住
すみ

吉
よし

名
めい

勝
しょう

図
ず

会
え

』）、下
した

は住
すみ

吉
よし

神
じん

宮
ぐう

寺
じ

の絵
え

図
ず

（「住
すみ

吉
よし

神
じん

社
じゃ

境
けい

内
だい

之
の

古
こ

図
ず

」）。門
もん

を
入
はい

ると両
りょう

側
がわ

に二
ふた

つの大
だい

塔
とう

があった

極楽寺

榎津寺跡

南
海
電
鉄
高
野
線

杉
本
町
駅

我
孫
子
前
駅

J
R
阪
和
線

大阪市立
大学

文

山之内小
文

浪速高・中
文

府立視覚支援
学校

文

白頭学院建国
高・中・小

文
大和川中
文

遠里小野小
文

0 300m

大
和
川堺市

熊野街道

市民交流センター
すみよし北

荘厳浄土寺

住吉神宮寺跡

津守王子社・
津守寺があった

住
吉
東
駅

住吉駅

住吉鳥居前駅

細井川駅

神ノ木駅阪堺電軌上町線
南
海
電
鉄
本
線

住
吉
大
社
駅

住
吉
公
園
駅

南
海
電
鉄
高
野
線

阪
堺
電
軌
阪
堺
線

長居公園通

あ
べ
の
筋

住吉大社

墨江小
文 0 300m

住
之
江
区

極
ごく

楽
らく

寺
じ

と榎
え

津
なつ

寺
でら

跡
あと

住
すみ

吉
よし

三
さん

大
だい

寺
じ

の場
ば

所
しょ

住
すみ

吉
よし

三
さん

大
だい

寺
じ

の
移
うつ

り変
か

わり
　平
へい

安
あん

時
じ

代
だい

末
まっ

期
き

、住
すみ

吉
よし

大
たい

社
しゃ

の社
しゃ

領
りょう

には住
すみ

吉
よし

神
じん

宮
ぐう

寺
じ

、荘
しょう

厳
ごん

浄
じょう

土
ど

寺
じ

、津
つ

守
もり

寺
でら

（瑠
る

璃
り

寺
じ

）の三
みっ

つのお寺
てら

がありま
した。これを住

すみ

吉
よし

三
さん

大
だい

寺
じ

といいます。
住
すみ

吉
よし

神
じん

宮
ぐう

寺
じ

と津
つ

守
もり

寺
でら

はいずれも明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

になって廃
はい

止
し

されましたが、神
じん

宮
ぐう

寺
じ

にあった二
ふた

つの大
だい

塔
とう

のうち一
ひと

つは徳
とく

島
しま

県
けん

の切
きり

幡
はた

寺
じ

に移
い

築
ちく

されて今
いま

も残
のこ

さ
れています。津

つ

守
もり

寺
でら

は津
つ

守
もり

氏
し

の氏
うじ

寺
でら

で、千
せん

百
ひゃく

年
ねん

前
まえ

の延
えん

喜
き

元
がん

（901）年
ねん

に
つくられたと伝

つた

えられていますが、戦
せん

後
ご

まもない道
どう

路
ろ

工
こう

事
じ

中
ちゅう

に、地
じ

元
もと

の考
こう

古
こ

学
がく

者
しゃ

が瓦
かわら

を拾
ひろ

い集
あつ

めて、奈
な

良
ら

時
じ

代
だい

から
お寺
てら

があったことがわかりました。ま
た、神

じん

宮
ぐう

寺
じ

も奈
な

良
ら

時
じ

代
だい

の天
てん

平
ぴょう

宝
ほう

字
じ

2

（758）年
ねん

につくられたと伝
つた

えられて
いますが、発

はっ

掘
くつ

ではそれを確
たし

かめるこ
とができませんでした。荘

しょう

厳
ごん

浄
じょう

土
ど

寺
じ

の前
ぜん

身
しん

となるお寺は10世
せい

紀
き

前
ぜん

半
はん

の天
てん

慶
けい

年
ねん

間
かん

に建
た

てられたと推
すい

定
てい

されています
が、発

はっ

掘
くつ

で手
て

がかりはえられていませ
ん（荘

しょう

厳
ごん

浄
じょう

土
ど

寺
じ

・住
すみ

吉
よし

神
じん

宮
ぐう

寺
じ

の出
しゅつ

土
ど

品
ひん

は市
し

民
みん

交
こう

流
りゅう

センターすみよし北
きた

＝
平
へい

成
せい

22年
ねん

4月
がつ

名
めい

称
しょう

変
へん

更
こう

＝に展
てん

示
じ

して
います）。
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